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構造物技術研究部

バサルト帯板によるトンネル剥落対策バサルト帯板によるトンネル剥落対策
［バサルト帯板接着工法］［バサルト帯板接着工法］

少ない内空支障量で小～中規模の覆工片の剥落を防ぎます

　トンネル覆工の剥落対策は、内空支障量が
少なく、施工性に優れた対策工が求められま
す。そこで、新たな剥落対策工として、幅
50mm、厚さ 2mmのバサルト（玄武岩）繊
維製の FRP帯板を接着剤でトンネル覆工に
接着し、さらにアンカーと固定金具を用いて
覆工に固定するバサルト帯板接着工法を開発
しました。

【特　徴】
● バサルト帯板接着工法は、1m角程度の比較的規模
の大きな閉合ひび割れに適用可能です。また、バサ
ルトネットを併用することで 10cm角程度の小規模
の剥落サイズへも適用可能となります。

● 不陸 • 漏水箇所の下地処理面積が少なく済む、電気
絶縁性を有するため架線近傍でも適用可能、添加物
の移設が不要、鋼材の 1/3と軽量といった点で施工
性に優れます。

● 帯板の厚さが 2mmと内空断面の支障量が僅かであ
ることや補修後の変状観察が可能といった特徴があ
ります。


